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藤
原
定
家
七
七
日
の
追
善
法
要
に
あ
た
り
、
施
主
で
あ
る
嫡
男
為
家
が
、
東
大
寺

の
学
僧
宗
性
上
人
に
依
頼
し
て
執
筆
さ
れ
た
「
表
白
文
」
の
草
稿
が
、
宗
性
の
著
述

の
一
つ
『
春
華
秋
月
抄
草
』
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
章
に
つ
い
て
、
ま
ず

本
文
を
判
読
確
定
し
、
語
釈
と
注
釈
を
加
え
な
が
ら
詳
細
に
読
解
し
た
上
、
定
家
と

為
家
の
伝
記
研
究
に
関
わ
る
そ
の
意
義
に
言
及
し
た
。

一

　

東
大
寺
の
宗
性
（
そ
う
し
ょ
う
）
上
人
（
建
仁
二
年
〈
一
二
○
二
〉―
弘

安
元
年
〈
一
二
七
八
〉）
は
、
歌
人
藤
原
信
実
の
甥
（
兄
隆
兼
の
男
）
に
あ

た
る
貴
族
出
身
の
学
侶
で
、
厖
大
な
著
述
を
残
し
た
上
、
僧
綱
と
し
て
も

東
大
寺
別
当
職
に
ま
で
至
り
、
後
嵯
峨
院
時
代
に
重
用
さ
れ
た
高
僧
で
あ

 

そ
の
宗
性
の
著
述
中
の
一
編
『
春
華
秋
月
抄
草
』（
全
二
十
六
巻
）

　
（
注
１
）

っ
た
。

の
「
第
十
九
」
に
、
藤
原
定
家
七
七
日
の
法
会
に
際
し
、
施
主
為
家
の
誂

え
を
受
け
て
草
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
文
章
の
草
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
宗
性
に
よ
る
『
春
華
秋
月
抄
』（
全
十
一
巻
）
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
、
作
者
と
し
て
な
に
が
し
か
不
足
を
感
じ
る
文
章
で
あ
っ
た
よ
う

で
、
従
っ
て
加
除
の
多
い
草
稿
の
ま
ま
で
、
法
会
に
用
い
ら
れ
た
は
ず
の

清
書
定
稿
も
伝
わ
ら
な
い
。

　

こ
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
最
初
平
岡
定
海
師
が
『
東
大
寺
宗
性
上
人
の

研
究
並 

に
、
原
本
文
に
は
な
い
「
○
藤
原
定
家
七
七
遠
辰
表
白
文
」

の
仮
題
を
付
し
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
、
辻
彦
三
郎
氏
が
『
藤
原
定

家
明
月
記
の 

中
に
全
文
引
用
、
ま
た
『
鎌
倉
遺
文
古
文 

に

も
「
藤
原
定
家
七
七
忌
表
白
文
」
の
標
題
で
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文

は
す
べ
て
、
最
初
に
こ
の
文
章
を
紹
介
さ
れ
た
平
岡
師
の
訓
み
（
草
稿
の

最
終
形
に
よ
る
）
の
ま
ま
で
、
ま
た
三
者
と
も
注
解
等
内
容
に
関
わ
る
考

察
は
な
い
。
定
家
は
、
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
八
月
二
十
日
に
没
し
た

の
で
、
そ
の
七
七
日
は
、
八
月
（
大
）・
九
月
（
小
）
を
中
に
は
さ
ん
で
、

十
月
九
日
で
あ
っ
た
。

　
（
注
２
）

史
料
』

　
（
注
３
）

研
究
』

　
（
注
４
）

書
編
』

藤　
原　
定　
家　
七　
七　
日　
表　
白　
文　
に　
つ　
い　
て

佐
藤　

恒
雄

広
島
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論
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原
本
は
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
（
一
三
五
・
目
二
七
九
）。
縦
二
九
・
○
セ

ン
チ
×
横
二
三
・
五
セ
ン
チ
、
厚
手
斐
紙
表
紙
（
大
き
な
簀
子
目
が
見
え

る
）
は
、
膠
様
の
透
明
な
塗
料
で
コ
ー
テ
イ
ン
グ
さ
れ
る
。
表
紙
中
央
に

「
春
華
秋
月
抄
草　

第
十
九
」
左
下
に
「
権
大
僧
都
宗
性
」
と
打
付
け
書
き

の
外
題
が
あ
る
。
本
文
料
紙
は
や
や
薄
手
の
斐
紙
、
す
べ
て
裏
打
ち
補
修

さ
れ
て
い
る
。
右
端
よ
り
一
・
六
セ
ン
チ
の
上
下
二
箇
所
、
上
か
ら
七
・

五
セ
ン
チ
の
位
置
か
ら
一
・
五
セ
ン
チ
、
下
か
ら
七
・
五
セ
ン
チ
の
位
置

か
ら
一
・
九
セ
ン
チ
の
部
分
を
紙
縒
で
綴
じ
た
、
大
和
綴
。
な
お
、
さ
ら

に
右
端
上
下
（
上
○
・
七
セ
ン
チ
、
下
○
・
五
セ
ン
チ
の
位
置
）
を
小
さ

く
綴
じ
て
メ
ク
レ
を
防
ぐ
手
立
て
と
す
る
。
三
丁
表
か
ら
本
文
が
始
ま
り
、

一
面
八
行
書
き
。
墨
付
き
五
十
二
丁
。
大
型
の
鎌
倉
期
古
写
本
で
、
す
べ

て
宗
性
の
自
筆
で
あ
る
。

二

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
自
筆
原
本
の
写
真
版
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。

紙
背
文
書
・
紙
背
書
付
を
含
む
。
現
装
丁
に
改
装
さ
れ
る
前
に
綴
じ
糸
を

解
い
て
撮
影
さ
れ
て
い
る
）
に
拠
り
、
平
岡
師
翻
刻
の
若
干
の
誤
読
を
正

し
な
が
ら
、
文
章
制
作
の
機
微
を
窺
う
べ
く
、
見
せ
消
ち
や
修
訂
の
多
い

草
稿
の
姿
を
出
来
る
だ
け
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
に
努
め
、
併
せ
て
稿
末

に
影
印
を
添
え
る
こ
と
と
し
た
（
図
版
１
〜
５
参
照
）。

﹇
前
丁
書
付
﹈

仁
治
第
二
之
天
、
秋
霧
久
纏
身
、
中
秋
南
呂
中
旬

之
候
、
朝
露
漸
欲
消
之
期
ニ
當
テ
、
手
執
春
木

書 
弥  
陀  
如  
来 
決
定
来
迎
之
詞
、
口
唱
佛
号
、
遂

祈 

願 

之 

言

往
生
之
望
御
キ
。

（
一
行
余
白
）

彼
吉
蔵
法
印
終
焉
蕪
筆
未
書

（
一
行
余
白
）

此
先
考
聖
霊
最
後
執
筆
忽
書
弥
陀
如
来
決
定
来
迎
之
詞

上
代古
   

猶
載
傳
記 
託  
来  
葉 
ニ
、
末
代
非
』（
３
オ
）

為 

後 

事

（
一
行
余
白
）

爰
大
施
主
亜
相
殿
下
受
   

累
葉
之
遺
塵
、
恣
光
花
於

傳

一
身
ニ
。
難
遇
者
明
主
也
、
抽
忠
直
於
五
代
之
朝
、

難
興
者
家
門
也
、
継
官
栄
於
曾
祖
之
跡
。

（
五
行
余
白
）』（
３
ウ
）

﹇
本
文
﹈

捧
講
經
論
議
所
生
惠
業
、
併
奉
資
先
考
禪
定
黄
門

侍
郎
御
菩
提
ニ
。
夫
慈
父
恩
徳
、
内
教
外
典
同
載
之
、
上
聖
下

凡
皆
報
之
。
思
其
恩
山
之
高
々
於
二
花
之
山
   

、
顧
其
徳
海

峯

之
深
々
於
七
葉
之
水
。
貴
賤
有
心
之
人
誰
不
報
其
徳
   

哉
。

恩

伏
惟
、
先
考
聖
霊
者
、
爲
大
廉
五
葉
之
後
胤
、
仕
明
主
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數
代
之
聖
朝
ニ
、
以
忠
直
報
君
以
廉
潔
□
□
、
詩
歌
風

月
、
窮
深
粋
於
意
底
、
仁
義
礼
智
、
惣
テ
湛 
廉 
直
   

於 
身 

才 

智 

胸
内

世
□
廉
直
之
性
、
君
施
殊
□
之
恩
、
世
賞
廉
潔
之
誉
、
君
施

上
ニ
。
君
施
殊
聖
之
恩
、
家
恣
光
来
之
栄
、
朝
□
頗
加

□
□
恩
ヲ
、
伏
シ
テ
以
ク
、
□
賞
頗
加
官
蹶
、
高
進
ス
ヽ
ム
』 （
４
オ
）

﹇
４
丁
紙
背
﹈　

宗
性　

承
源　
　
（
以
下
二
行
４
オ
末
尾
修
訂
の
最
終
形
）

詩
歌
風
月
、
窮
粋
深
於
意
底
、
信
義
礼
智
、
湛
才
智
於
胸
内
。

世
賞
其
直
廉
之
誉
、
君
施
其
殊
絶
之
恩
。

高
路
高
進
、
伏
シ
テ
以
ク
、
初
經
羽
林
而
昇
移
八
座
、
後
備
龍
作
而
至

二
品
。
遂
使
字
功
成
身
退
之
玄
訓
、
類
浮
業
於
春
夢

遂
出
家
入
道
之
素
懐
、
澄
観
念
於
暁
月
ニ
。
然
間
仁
治

第
二
之
天
、
秋
霧
窶
纏
身
、
金
商 
中 
秋
   

之
候
、
朝
露

南 

呂

漸
欲
消
之
期
ニ
当
テ
、 
手
執
春
木
、書
祈
願
之
言
、口 

心
住
正
念
、
口
唱
佛
号
、
辭
南
浮
之
棘
路
、
移
西
刹
之

 
唱
佛
号 
、
忽
告
□
□
浮
生
之
別
御
キ
。
彼
吉
蔵
法
印
ハ
終
焉

花
臺
ニ
御
キ

執
筆
書
見
、
其
初
生
即
知
終
死
之
言
。
此
先
考
聖
霊
ハ
、
最

後
右
筆
書
弥
陀
如
来
決
定
来
迎
ト
。
彼
只
永
生
死
必
然
』（
４
ウ
）

之
深
   

理
、
此
懇
述
往
生
浄
刹
之
深
志
。
以
昔
思
今
、
々
遍

定

超
昔
。
彼
猶
載
傳
記
、
而
永
来
葉
、
此
豈
於
末
代
、
而
非

勝
事
哉
。
先
考
聖
霊
、
出
離
生
死
、
往
生
極
楽
更
無

其
疑
者
歟
。
爰
大
施
主
亜
相
殿
下
、
傳
累
葉
之
遺
塵
、

恣
光
花
於
家
門
。
難
値
者 
明  
主  
也  
、  忝 
抽
忠
直
於
賢

明 

時 

也 

、 

忝

王
聖
主
五
代
之
朝
。
難
興
者
家
門
也
、
□
再
繼
官
禄

於 
 ゝ 
 ゝ 
 ゝ 
 ゝ
曩
祖
之
跡
。
抑
是
誰
力
哉
、
偏
為
先
考
聖
霊

長 

家 

忠 

家

之
餘
慶
。
依
之
報
恩
謝
徳
之
御
志
銘
肝
也
、
孝
行
』（
５
オ
）

追
修
之
御
誠
、
切
ニ
意
底
ニ
御
ス
ヲ
以
テ
、
中
陰
一
周
之
内
、

励
   

修
如
法
如
説
妙
經
書
冩
之
行
、
遠
辰
七
廻
之
今
、

修展
本
門
迹
門
開
講
談
論
之
筵
ヲ
。
所
講
者
四
佛
知
見

難
解
之
妙
理
、
瑩
明
疎
少
髻
上
之
月
。
所
談
者
一
乘

奥
底
甚
深
之
要
義
、
駕
牛
車
於
門
外
之
風
。
道
儀

雖
為
勤
重
、
感
應
定
為
速
疾
者
歟
。
若
爾
先
考
聖
霊
、

住
行
向
地
之 
同 
術
   

、
頗 
宿 
理
   

行
於
三
僧
祇
之
秋
霜
、

階 

級 

縮 

因

戒
定
惠
解
之 
果 
徳
   

、 
□  
□ 
□
   

於
二
轉
依
之
暁
月
露
。』（
５
ウ
）

内 

証 

備 

果 

徳

化
功
歸
命
、
故
大
施
主
亜
相
殿
下
、
高
官
厚
禄
、
久
施

一
門
之
光
榮
貴
職
、
猶
逓
□
□
百
年
之
天
運
、

凡
厥
蘭
臺
之
粧
、
雨
露
潤
厚
、
千
葉
之
蓮
、
思
浄
遠

及
。
凡
厥 

喜
之
人
、 

之
輩

皆
答
一
乘
一
實
之
功
力
、
必
満
今
世
後
世
之
願

念
。
乃
至
有
頂
無
間
利
益
等
南
、
儀
同
沙
界

濟
度 
□ 
及
   

。
抑
通
經
有
多
文
、
其
解
文
如
何
。

無 

漏

（
一
行
余
白
）』（
６
オ
）

三

　

こ
の
文
章
を
、
修
訂
の
最
終
形
に
拠
っ
て
訓
み
下
す
と
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

　　
□　

□　

□　

聞
法
随

　
近　

習　

旧　

労

□
□
臨
床

　
入　

来　

結　

縁
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﹇
前
丁
書
付
﹈

仁
治
第
二
ノ
天
、
秋
霧
久
シ
ク
身
ニ
纏
ハ
リ
、
南
呂
中
旬
ノ
候
、
朝
露
漸

ク
消
エ
ナ
ン
ト
欲
ル
ノ
期
ニ
當
リ
テ
、
手
ニ
春
木
ヲ
執
リ
、
祈
願
ノ
言
ヲ

書
シ
、
口
ニ
佛
号
ヲ
唱
ヘ
テ
、
往
生
ノ
望
ミ
ヲ
遂
ゲ
御
シ
マ
シ
キ
。

（
一
行
余
白
）

彼
ノ
吉
蔵
法
印
ハ
、
終
焉
ニ
筆
ヲ
蕪
シ
テ
未
ダ
…
ヲ
書
セ
ズ
、

（
一
行
余
白
）

此
ノ
先
考
聖
霊
ハ
、
最
後
ニ
筆
ヲ
執
リ
テ
忽
チ
ニ
弥
陀
如
来
決
定
来
迎
之

詞
ヲ
書
セ
リ
。
上
古
猶
ホ
傳
記
ニ
載
セ
後
事
ト
為
シ
、
末
代
…
ニ
非
ズ
。

（
一
行
余
白
）

爰
ニ
大
施
主
亜
相
殿
下
、
累
葉
ノ
遺
塵
ヲ
傳
ヘ
、
光
花
ヲ
一
身
ニ
恣
キ
マ

マ
ニ
ス
。
遇
ヒ
難
キ
ハ
明
主
ナ
リ
、
忠
直
ヲ
五
代
ノ
朝
ニ
抽
ン
ズ
。
興
シ

難
キ
ハ
家
門
ナ
リ
、
官
栄
ヲ
曾
祖
ノ
跡
ニ
継
ゲ
リ
。

（
五
行
余
白
）

﹇
本
文
﹈

　

講
經
・
論
議
ヲ
所
生
ノ
惠
業
ニ
捧
ゲ
、
併
シ
ナ
ガ
ラ
先
考
禪
定
黄
門
侍

郎
ノ
御
菩
提
ニ
資
シ
奉
ル
。
夫
レ
慈
父
ノ
恩
徳
ハ
、
内
教
・
外
典
同
ジ
ク

之
ヲ
載
セ
、
上
聖
下
凡
皆
之
ヲ
報
ズ
。
其
ノ
恩
ヲ
思
ヘ
バ
山
ノ
高
キ
コ
ト

二
花
ノ
峯
ヨ
リ
モ
高
ク
、
其
ノ
徳
ヲ
顧
ミ
レ
バ
海
ノ
深
キ
コ
ト
七
葉
ノ
水

ヨ
リ
モ
深
シ
。
貴
賤
・
有
心
ノ
人
誰
レ
カ
其
ノ
恩
ヲ
報
ゼ
ザ
ラ
ン
哉
。

　

伏
シ
テ
惟
ン
ミ
レ
バ
、
先
考
聖
霊
ハ
、
大
廉
五
葉
ノ
後
胤
ト
シ
テ
、
明

主
數
代
ノ
聖
朝
ニ
仕
ヘ
、
詩
歌
風
月
、
粋
深
ヲ
意
底
ニ
窮
メ
、
仁
義
礼
智
、

才
智
ヲ
胸
内
ニ
湛
フ
。
世
ハ
其
ノ
直
廉
ノ
誉
レ
ヲ
賞
シ
、
君
ハ
其
ノ
殊
絶

ノ
恩
ヲ
施
サ
ル
。（
伏
シ
テ
以
ヘ
ラ
ク
）
初
メ
羽
林
ヲ
経
テ
八
座
ニ
昇
リ
移

リ
、
後
チ
龍
作
ニ
備
ハ
リ
テ
二
品
ニ
至
ル
。
遂
ニ
字
功
ヲ
使
テ
身
退
ノ
玄

訓
ト
成
シ
、
浮
業
ヲ
春
夢
ニ
類
ヘ
テ
、
出
家
入
道
ノ
素
懐
ヲ
遂
ゲ
、
観
念

ヲ
暁
月
ニ
澄
マ
ス
。
然
ル
間
仁
治
第
二
ノ
天
、
秋
霧
窶
シ
バ
身
ニ
纏
ハ
リ
、

金
商
南
呂
ノ
候
、
朝
露
漸
ク
消
エ
ナ
ン
ト
欲
ル
ノ
期
ニ
当
タ
リ
テ
、
心
ヲ

正
念
ニ
住
ド
メ
、
口
ニ
佛
号
ヲ
唱
ヘ
テ
、
南
浮
ノ
棘
路
ヲ
辞
シ
、
西
刹
ノ

花
臺
ニ
移
リ
御
シ
マ
シ
キ
。
彼
ノ
吉
蔵
法
印
ハ
、
終
焉
ニ
筆
ヲ
執
リ
テ
書
見

シ
、
其
ノ
初
生
即
終
死
ナ
ル
ヲ
知
レ
リ
。
此
ノ
先
考
聖
霊
ハ
、
最
後
ニ
筆

ヲ
右
リ
テ
弥
陀
如
来
決
定
来
迎
ト
書
セ
リ
。
彼
ハ
只
ダ
生
死
必
然
ノ
定
理

ヲ
永
ク
シ
、
此
レ
ハ
懇
ロ
ニ
往
生
浄
刹
ノ
深
キ
志
ヲ
述
ブ
。
昔
ヲ
以
テ
今

ヲ
思
ヘ
バ
、
今
ハ
遍
ヘ
ニ
昔
ニ
超
ヘ
タ
リ
。
彼
ハ
猶
ホ
傳
記
ニ
載
セ
テ
来

葉
ニ
永
ク
シ
、
此
レ
ハ
豈
ニ
末
代
ニ
於
ケ
ル
勝
事
ニ
非
ズ
哉
。
先
考
聖
霊

ノ
、
生
死
ヲ
出
離
シ
極
楽
ニ
往
生
セ
ル
コ
ト
、
更
ニ
其
ノ
疑
ヒ
無
キ
者
歟
。

　

爰
ニ
大
施
主
亜
相
殿
下
、
累
葉
ノ
遺
塵
ヲ
傳
へ
、
光
花
ヲ
家
門
ニ
恣
キ

マ
マ
ニ
ス
。
値
ヒ
難
キ
ハ
明
時
ナ
リ
、
忝
ケ
ナ
ク
モ
忠
直
ヲ
賢
王
聖
主
五

代
之
朝
ニ
抽
ン
ズ
。
興
シ
難
キ
ハ
家
門
ナ
リ
、
再
ビ
官
禄
ヲ
長
家
・
忠
家

曩
祖
ノ
跡
ニ
繼
ゲ
リ
。
抑
ソ
モ
是
レ
ハ
誰
ガ
力
ナ
ル
哉
、
偏
ヘ
ニ
先
考
聖

霊
ノ
餘
慶
タ
リ
。
之
ニ
依
リ
報
恩
謝
徳
ノ
御
志
肝
ニ
銘
ズ
ル
ヤ
、
孝
行
追

修
ノ
御
誠
、
切
ニ
意
底
ニ
御
ス
ヲ
以
テ
、
中
陰
一
周
ノ
内
ニ
、
如
法
如
説

妙
經
書
冩
ノ
行
ヲ
修
シ
、
遠
辰
七
廻
ノ
今
、
本
門
迹
門
開
講
談
論
ノ
筵
ヲ
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展
ク
。
講
ズ
ル
所
ハ
四
佛
知
見
難
解
ノ
妙
理
、
瑩
明
ヲ
髻
上
ノ
月
ニ
疎
ケ

ヅ
ル
。
談
ズ
ル
所
ハ
一
乘
奥
底
甚
深
ノ
要
義
、
牛
車
ヲ
門
外
ノ
風
ニ
駕
ス
。

道
儀
勤
重
ト
雖
ド
モ
、
感
應
定
メ
テ
速
疾
ナ
ル
者
歟
。
若
シ
爾
レ
バ
、
先

考
聖
霊
、
向
地
ノ
階
級
ニ
住
行
シ
、
因
行
ヲ
三
僧
祇
之
秋
霜
ニ
縮
メ
、
惠

解
ノ
内
證
ヲ
戒
定
シ
テ
、
果
徳
ヲ
二
轉
依
ノ
暁
露
ニ
備
ヘ
ン
。

　

化
功
ニ
歸
命
ス
。 

故 
ニ
大
施
主
亜
相
殿
下
、
高
官
厚
禄
、
久
シ
ク
一

（
ま
こ
と
）

門
ノ
光
榮
ヲ
貴
職
ニ 
施 
リ
、
猶
ホ
シ
□
□
百
年
ノ
天
運
ヲ 
逓 
フ
。
蘭
臺

（
ほ
こ
） 

（
つ
た
）

ノ
粧
ヒ
、
雨
露
潤
厚
ニ
、
千
葉
ノ
蓮
、
思
浄
遠
及
セ
ン
。
凡
ソ
厥
レ
聞
法

随
喜
ノ
人
、
入
来
結
縁
ノ
輩
、
皆
ナ
一
乘
一
實
ノ
功
力
ニ
答
ヘ
、
必
ズ
ヤ

今
世
後
世
ノ
願
念
ヲ
満
タ
サ
ン
。
乃
至
有
頂
無
間
利
益
等
南
、
儀
ハ
沙
界

ノ
濟
度
ニ
同
ジ
ク
無
漏
ナ
リ
。
抑
モ
通
經
ス
レ
バ
多
文
有
リ
、
其
ノ
解
文

ヤ
如
何
。

四

　

こ
の
文
章
の
読
解
を
試
み
る
。
多
用
さ
れ
る
仏
教
語
に
つ
い
て
は
、
中

村
元
著
『
仏
教
語
大
辞
典
（
縮 

ほ
か
に
依
る
が
、
一
々
に
典
拠
を

示
す
こ
と
は
し
な
い
。
分
段
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
文
章
は
四
部
よ

り
構
成
さ
れ
る
。

　

第
一
段
落
は
、
全
体
の
序
に
あ
た
る
部
分
。「
講
經
」「
論
議
」
は
、
経

文
を
講
じ
問
答
論
議
す
る
こ
と
で
、
後
文
に
「
本
門
迹
門
開
講
談
論
ノ
筵

ヲ
展
ク
。
講
ズ
ル
所
ハ
四
佛
知
見
難
解
ノ
妙
理
、
瑩
明
ヲ
髻
上
ノ
月
ニ
疎

　　　
（
注
５
）

刷
版
）』

ケ
ヅ
ル
。
談
ズ
ル
所
ハ
一
乘
奥
底
甚
深
ノ
要
義
、
牛
車
ヲ
門
外
ノ
風
ニ
駕

ス
」
と
あ
る
の
を
、
要
約
提
示
し
た
。「
所
生
」
は
、
生
み
の
親
、
父
母
。

「
惠
業
」
は
、
善
業
、
追
善
供
養
。「
先
考
」
は
、
死
ん
だ
父
、
亡
父
。「
侍

郎
」
は
、
中
国
唐
代
に
は
門
下
省
・
中
書
省
の
次
官
級
の
者
を
呼
ぶ
名
称

で
、
ま
た
少
輔
の
唐
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
黄
門
侍
郎
」
で
「
権
中
納

言
」
を
意
味
せ
し
め
た
も
の
か
。「
菩
提
」
は
、
死
後
の
冥
福
。
本
日
の
講

經
・
論
議
を
生
み
の
親
の
追
善
供
養
に
捧
げ
、
法
会
の
す
べ
て
を
入
道
権

中
納
言
定
家
の
死
後
の
冥
福
に
資
し
奉
る
、
と
最
初
の
一
文
に
ま
ず
法
会

の
主
旨
が
明
言
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
慈
父
の
恩
徳
に
つ
い
て
は
、
内
典
も

外
典
も
同
じ
く
之
を
載
せ
、
上
聖
も
下
凡
も
皆
そ
の
恩
徳
に
報
い
て
き
た

と
こ
ろ
で
、
二
花
の
峰
よ
り
も
高
い
そ
の
恩
、
七
葉
の
海
よ
り
も
深
い
そ

の
徳
に
対
し
、
貴
賤
の
心
あ
る
人
は
誰
も
が
そ
の
恩
を
報
じ
て
き
た
と
、

慈
父
の
恩
徳
へ
の
報
謝
を
普
遍
的
一
般
論
と
し
て
説
き
、
序
と
し
て
い
る
。

　

第
二
段
落
は
、
追
善
を
受
け
る
定
家
に
つ
い
て
、
最
要
の
事
跡
が
述
べ

ら
れ
る
。「
大
廉
」
は
こ
の
上
な
く
廉
潔
な
人
物
。「
五
葉
」
は
五
世
代
。

「
大
廉
五
葉
之
後
胤
」
と
は
、
長
家
・
忠
家
・
俊
忠
・
俊
成
・
定
家
と
連
続

し
て
き
た
廉
潔
な
る
御
子
左
家
の
五
代
目
の
意
。「
明
主
数
代
之
聖
朝
」
は
、

明
君
が
数
代
に
わ
た
っ
て
続
い
た
聖
代
。
後
文
に
「
賢
王
聖
主
五
代
之
朝
」

と
い
う
の
に
同
じ
。
後
鳥
羽
・
土
御
門
・
順
徳
・（
仲
恭
）・
後
堀
河
・
四

条
の
五
代
の
朝
廷
に
仕
え
て
き
た
こ
と
を
い
う
。「
粋
深
」
は
「
深
粋
」
に

同
じ
。
奥
深
く
、
趣
深
く
、
か
つ
雑
り
け
が
な
い
こ
と
。「
才
智
」
は
、
才

能
と
知
恵
、
心
の
働
き
。
先
考
定
家
の
聖
霊
は
、
長
家
以
来
続
い
て
き
た
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廉
潔
な
る
御
子
左
家
の
五
代
目
と
し
て
、
明
主
數
代
の
聖
朝
に
仕
え
、
詩

歌
風
月
の
道
に
あ
っ
て
は
、
深
粋
を
心
の
底
に
窮
め
尽
く
し
、
仁
義
礼
智

の
徳
や
学
問
の
世
界
に
あ
っ
て
は
、
才
智
を
胸
の
内
に
湛
え
て
い
た
。
世

間
は
そ
の
廉
直
を
誉
れ
と
し
て
称
賛
し
、
明
君
た
ち
は
特
別
に
す
ぐ
れ
た

聖
恩
を
施
し
て
く
れ
た
、
と
ま
ず
そ
の
生
涯
が
概
括
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
、

紙
背
の
書
付
に
気
付
か
な
か
っ
た
従
前
の
訓
み
は
「
詩
歌
風
月
、
窮
涼
粋

外
意
底
、
信
義
礼
智
、
湛
才
智
於
胸
内
。
世
賞
廉
潔
之
誉
、
君
施
聖
恩
」

で
あ
っ
た
。
文
章
の
完
成
度
か
ら
し
て
も
、
紙
背
本
文
に
よ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

次
の
「
伏
シ
テ 

以 

ク
」
は
、
修
訂
の
際
挿
入
さ
れ
た
ま
ま
消
さ
れ
ず

（
お
も
へ
ら
）

に
残
っ
て
い
る
が
、
す
ぐ
前
の
「
伏
惟
」
と
重
複
す
る
か
ら
、
削
除
さ
れ

る
は
ず
の
文
句
で
あ
ろ
う
。「
八
座
」
は
、
定
員
が
八
人
の
参
議
の
こ
と
。

「
龍
作
」
は
、
中
納
言
の
異
称
。「
字
功
」
は
文
字
の
功
（
い
さ
お
し
）
で
、

古
典
書
写
や
『
明
月
記
』
の
筆
録
を
い
う
か
。「
身
退
」
は
身
の
進
退
か
。

「
玄
訓
」
は
奥
深
い
教
え
。
初
め
近
衛
府
の
少
将
・
中
将
を
経
て
、
参
議
に

昇
進
し
、
そ
の
後
権
中
納
言
正
二
位
に
至
っ
た
。
遂
に
は
、
文
字
の
功
を

以
て
生
涯
の
玄
訓
と
し
、
浮
世
の
業
は
春
夢
に
等
し
い
と
達
観
し
て
出
家

入
道
の
本
懐
を
遂
げ
、
暁
月
の
も
と
観
念
を
澄
ま
し
て
い
た
、
と
そ
の
閲

歴
が
辿
ら
れ
る
。

　
「
秋
霧
」
は
、
季
節
の
秋
霧
で
あ
る
と
と
も
に
、
病
気
の
隠
喩
。「
金
商
」

は
、
秋
の
異
称
。「
南
呂
」
は
、
陰
暦
八
月
の
異
称
。「
南
浮
」
は
、
南
閻

浮
提
。
須
弥
山
の
南
方
の
海
上
に
あ
る
と
い
う
島
の
名
。
転
じ
て
人
間
世

界
、
現
世
。「
棘
路
」
は
公
卿
の
こ
と
。「
西
刹
」
は
西
方
浄
土
。
阿
弥
陀

仏
の
極
楽
浄
土
。「
花
臺
」
は
蓮
花
の
台
。
然
る
間
、
仁
治
二
年
に
な
っ
て

病
気
が
身
に
副
い
、
秋
八
月
の
候
、
朝
露
が
漸
く
消
え
よ
う
と
す
る
最
期

に
当
た
っ
て
、
心
を
正
念
に
住
ど
め
、
口
に
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
佛
号
を

唱
え
つ
つ
、
現
世
に
お
け
る
公
卿
を
辞
し
、
西
方
極
楽
浄
土
の
蓮
の
台
に

移
り
住
ま
わ
れ
た
、
と
臨
終
の
時
に
説
き
及
ぶ
。
そ
し
て
臨
終
に
際
し
て

の
定
家
の
行
為
が
、
往
昔
の
吉
蔵
法
印
の
そ
れ
と
比
較
し
つ
つ
記
さ
れ
る
。

吉
蔵
は
、
唐
の
僧
で
、
号
は
嘉
祥
大
師
。
三
論
宗
を
大
成
し
、
著
に
中

論
・
百
論
・
十
二
門
論
・
維
摩
経
等
の
注
が
あ
り
、
嘉
祥
大
師
を
ま
つ
る

法
会
「
嘉
祥
会
」
は
、
東
大
寺
の
惣
持
院
で
毎
年
五
月
十
五
日
に
行
わ
れ

る
。
そ
の
吉
蔵
法
印
は
、
終
焉
に
当
た
り
筆
を
執
っ
て
書
見
し
、「
初
生
即

終
死
」
で
あ
る
と
の
理
を
悟
り
、
生
死
必
然
の
定
理
を
将
来
永
く
に
残
さ

れ
た
。「
右
筆
」
は
、
筆
を
執
る
こ
と
、
執
筆
に
同
じ
。「
浄
刹
」
の
「
刹
」

は
、
国
土
、
清
浄
な
る
国
土
、
浄
土
の
こ
と
。
定
家
は
、
最
期
臨
終
に
際

し
て
筆
を
執
り
「
弥
陀
如
来
決
定
来
迎
」
と
自
ら
書
き
付
け
て
、
懇
ろ
に

往
生
浄
刹
の
深
い
志
を
表
明
し
た
。
か
く
し
て
昔
の
吉
蔵
の
こ
と
を
以
て

今
の
定
家
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
今
の
方
が
遙
か
に
昔
に
超
越
し
て

立
派
で
あ
る
。
吉
蔵
の
行
為
は
伝
記
に
記
し
て
末
代
ま
で
永
く
伝
え
た
が
、

定
家
の
行
為
は
類
ま
れ
な
末
代
に
お
け
る
勝
事
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
あ

る
故
に
、
先
考
の
聖
霊
が
、
今
や
生
死
を
出
離
し
極
楽
に
往
生
し
て
い
る

こ
と
は
、
ま
っ
た
く
疑
い
な
い
と
こ
ろ
だ
、
と
そ
の
奇
特
さ
が
強
調
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
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こ
の
部
分
の
推
敲
の
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
初
案
は
「
仁
治
第
二
之

天
、
秋
霧
久
纏
身
、
中
秋
南
呂
中
旬
之
候
、
朝
露
漸
欲
消
之
期
ニ
當
テ
、

手
執
春
木
書 
弥  
陀  
如  
来 
決
定
来
迎
之
詞
、
口
唱
佛
号
、
遂
往
生
之
望
御
キ
」

祈 

願 

之 

言

で
あ 

こ
れ
を
二
分
し
て
増
補
し
、
後
半
を
吉
蔵
法
印
と
対
比
す
る

形
と
し
て
か
ら
は
、「
彼
吉
蔵
法
印
終
焉
撫
筆
未
書
」「
此
先
考
聖
霊
最
後

執
筆
忽
書
弥
陀
如
来
決
定
来
迎
之
詞
」「
上
代古

   

猶
載
傳
記 
託  
来  
葉 
ニ
、
末
代

為 

後 

事

非
」
と
、
何
度
か
修
訂
を
繰
り
返
し
て
、
本
文
の
形
に
落
ち
着
い
た
ら
し

い
。
特
に
「
手
執
春
木
」→

「
執
筆
」→

「
右
筆
」
と
推
敲
さ
れ
た
跡
を

見
る
と
、
定
家
臨
終
時
の
こ
の
奇
特
な
行
為
は
、
為
家
か
ら
宗
性
に
誂
え

ら
れ
た
最
重
要
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ 

　

第
三
段
落
は
、
追
善
す
る
大
施
主
権
大
納
言
為
家
の
事
跡
が
述
べ
ら
れ

る
。「
累
葉
之
遺
塵
」
は
、
累
代
の
先
祖
た
ち
が
残
し
て
き
た
跡
。「
光
花
」

は
、
美
し
い
輝
き
。「
家
門
」
は
、
家
、
一
家
一
門
。「
明
時
」
は
、
太
平

の
世
。「
賢
王
聖
主
五
代
之
朝
」
は
、
後
鳥
羽
・
土
御
門
・
順
徳
・（
仲

恭
）・
後
堀
河
・
四
条
の
五
代
の
朝
廷
。「
再
繼
官
禄
於
長
家
忠
家
曩
祖
之

跡
」
は
、
官
禄
に
お
い
て
初
代
長
家
二
代
忠
家
の
跡
で
あ
る
大
納
言
の
官

を
再
び
継
い
だ
。
こ
こ
ま
で
は
、
大
施
主
亜
相
殿
下
為
家
は
累
代
の
先
祖

た
ち
が
残
し
て
き
た
跡
を
伝
え
、
さ
ら
に
恣
に
美
し
い
輝
き
を
家
門
に
加

え
た
。
遇
い
が
た
い
の
は
太
平
の
世
だ
が
、
忝
な
く
も
賢
王
聖
主
五
代
の

朝
に
際
会
し
抽
ん
で
た
忠
直
を
も
っ
て
仕
え
、
興
し
が
た
い
の
は
家
門
だ

が
、
官
禄
に
お
い
て
初
代
長
家
二
代
忠
家
の
跡
（
で
あ
る
大
納
言
正
二
位

の
官
位
）
を
再
び
継
い
だ
、
と
述
べ
ら
れ
る
。「
再
継
」
と
は
、
初
代
長
家

　
（
注
６
）

っ
た
。

　
（
注
７
）

せ
る
。

が
正
二
位
権
大
納
言
民
部
卿
、
二
代
忠
家
が
正
二
位
大
納
言
で
あ
っ
た
官

位
が
、
三
代
俊
忠
に
な
る
と
従
三
位
権
中
納
言
、
四
代
俊
成
は
正
三
位
皇

太
后
宮
大
夫
、
五
代
定
家
は
正
二
位
権
中
納
言
民
部
卿
と
、
羽
林
家
と
し

て
は
久
し
く
低
迷
し
て
き
た
、
そ
の
家
の
官
禄
回
復
の
悲
願
を
、
為
家
の

代
に
果
た
し
え
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
初
案
が
、「
爰
大

施
主
亜
相
殿
下
受
   

累
葉
之
遺
塵
、
恣
光
花
於
一
身
ニ

�

�

�

。
難
遇
者
明
主
也
、

傳

抽
忠
直
於
五
代
之
朝
、
難
興
者
家
門
也
、
継
官
栄
於
曾
祖
之
跡
」
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
前
半
の
文
章
も
そ
の
こ
と
を
婉
曲
に
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
為
家
半
生
の
功
績
の
最
要
が
、
ま
さ
し
く
任

権
大
納
言
の
実
現
に
あ
っ
た
こ
と
を
自
ら
が
認
め
、
宗
性
に
誂
え
て
、
先

考
定
家
聖
霊
の
前
に
誇
ら
か
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
に 

　

さ
て
、
抑
も
官
位
の
回
復
は
誰
の
力
に
依
る
の
か
。
そ
れ
は
偏
に
先
考

定
家
聖
霊
の
餘
慶
で
あ
る
と
、
追
善
さ
れ
る
定
家
の
徳
を
称
揚
し
、
そ
の

先
考
聖
霊
に
対
す
る
報
恩
謝
徳
の
志
を
肝
に
銘
じ
て
、
孝
行
追
修
の
誠
を

心
底
に
抱
き
、
施
主
為
家
は
中
陰
一
周
の
間
法
華
経
書
写
の
行
に
励
ん
で
、

七
七
日
忌
の
今
こ
こ
に
法
華
八
講
の
法
会
を
開
き
、
本
門
迹
門
を
談
論
す

る
場
と
し
た
、
と
続
け
る
。「
本
門
」
は
本
地
の
こ
と
で
、
法
華
経
二
十
八

品
の
う
ち
、
仏
身
の
本
地
と
本
地
法
身
の
徳
を
明
か
し
た
後
半
の
十
四
品

を
い
う
。「
迹
門
」
は
、
垂
迹
の
こ
と
で
、
仏
の
応
迹
（
救
う
は
た
ら
き
）

を
示
す
方
面
の
意
、
ま
た
法
華
経
二
十
八
品
の
う
ち
、
前
半
十
四
品
を
い

う
。「
四
仏
知
見
」
は
、
法
華
経
方
便
品
に
、
仏
が
世
に
現
れ
た
わ
け
は
一

切
衆
生
を
し
て
こ
の
仏
の
知
見
を
開
・
示
・
悟
・
入
さ
せ
る
た
め
で
あ
る

　
（
注
８
）

な
る
。
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と
説
い
た
の
で
、
こ
れ
を
開
示
悟
入
の
四
仏
知
見
と
い
う
。「
瑩
明
疎
於
髻

上
之
月
」
の
、「
瑩
」
は
、
輪
郭
を
浮
き
出
さ
せ
る
光
。
あ
き
ら
か
。「
髻
」

は
、
も
と
ど
り
。「
疎
」
は
、
う
と
い
。
ま
ば
ら
。
く
し
。
く
し
け
ず
る
。

「
瑩
明
ヲ
髻
上
之
月
ニ
疎
ル
」
と
訓
み
、
後
文
の
「
牛
車
ヲ
門
外
ノ
風
ニ
駕

ス
」
と
対
句
を
構
成
す
る
飾
り
で
あ
ろ
う
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
よ
く

判
ら
な
い
。「
一
乗
」
は
、
仏
の
真
の
教
え
は
唯
一
無
二
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
す
べ
て
の
衆
生
は
成
仏
で
き
る
と
説
く
教
法
で
、
特
に
法
華
経
を

指
す
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
も
そ
の
意
。「
奥
底
」
は
、
奥
深
い
底
。「
要
義
」

は
、
要
旨
。「
道
儀
」「
勤
重
」
は
未
詳
。「
向
地
之
階
級
」
も
未
詳
。「
因

行
」
は
、
仏
と
な
る
た
め
の
因
と
な
る
行
。「
三
僧
祇
」
は
、「
三
阿
僧
祇

劫
」
の
略
で
、
菩
薩
が
仏
と
な
る
ま
で
に
経
過
す
る
無
限
に
長
い
時
間
を

三
分
し
た
も
の
。
悟
り
を
得
る
ま
で
の
無
限
に
長
い
時
間
。「
恵
解
」
は
、

賢
く
さ
と
い
こ
と
、
智
恵
が
早
い
こ
と
。「
内
証
」
は
、
真
理
を
自
己
の
心

内
で
証
悟
す
る
こ
と
。「
戒
定
」
は
、
身
を
制
す
る
持
戒
と
心
を
静
め
る
禅

定
。「
果
徳
」
は
、
結
果
に
備
わ
っ
た
功
徳
。「
二
転
依
」
は
、
煩
悩
を
転

じ
て
涅
槃
を
得
る
こ
と
。
こ
の
部
分
は
仏
教
語
を
ち
り
ば
め
た
美
文
で
、

不
明
の
語
彙
も
多
く
、
正
確
を
期
し
が
た
い
。
今
こ
の
法
会
に
お
い
て
講

ず
る
の
は
四
佛
知
見
難
解
の
妙
理
、
談
ず
る
の
は
法
華
経
の
一
乘
奥
底
甚

深
の
要
義
で
あ
る
か
ら
、
仏
の
感
応
は
定
め
て
速
や
か
で
あ
ろ
う
。
も
し

そ
う
な
ら
、
先
考
聖
霊
は
向
地
の
階
級
に
住
行
し
、
菩
薩
か
ら
仏
と
な
る

た
め
の
行
に
要
す
る
無
限
に
長
い
時
間
を
短
縮
し
、
賢
く
聡
い
内
証
を
戒

定
し
て
、
煩
悩
を
転
じ
涅
槃
を
う
る
暁
に
備
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
、
と
の

内
容
で
あ
ろ
う
か
。
施
主
為
家
が
、
法
華
八
講
の
法
会
を
開
き
、
本
門
迹

門
を
談
論
す
る
場
を
設
け
た
こ
と
が
、
先
考
定
家
聖
霊
の
菩
提
に
資
し
て

い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
見
え
る
。

　

な
お
、
こ
の
段
落
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
表
現
（「
修
如
法
如
説
妙
經
書
冩

之
行
」「
展
本
門
迹
門
開
講
談
論
之
筵
ヲ
」「
所
講
者
四
佛
知
見
難
解
之
妙

理
」「
所
談
者
一
乘
奥
底
甚
深
之
要
義
」
な
ど
）
の
は
し
ば
し
か
ら
、
何
度

か
そ
れ
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
の
日
の
法
会
が
法
華
八
講
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
も
四
日
間
を
か
け
て
行
う
正
規
の
八

講
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
に
例
の
多
い
「
一
日 

で
あ
っ
た
と
見
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
段
落
は
、
全
体
の
結
語
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。「
化
功
」
は
、
造

化
の
働
き
、
天
地
万
物
の
運
行
。
ま
た
教
化
の
功
徳
。「
帰
命
」
は
、
自
己

の
身
命
を
さ
さ
げ
て
仏
に
帰
依
す
る
こ
と
。「
故
」
は
、
こ
と
さ
ら
に
、
ま

こ
と
に
。「
施
」
に
は
「
侈
」
に
通
じ
「
ほ
こ
る
・
お
ご
る
・
ほ
し
い
ま

ま
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、「
キ
ハ
ム
」
の
古
訓
も
あ
る
（
字
鏡
集
）。「
貴

職
」
は
高
い
官
職
。「
逓
」
は
、
次
へ
お
く
る
、
つ
た
え
る
。「
天
運
」
は
、

運
命
。「
蘭
臺
」
は
、
楚
の
宮
殿
の
名
。「
潤
厚
」
は
「
潤
洽
」
に
通
じ
、

あ
ま
ね
く
潤
う
こ
と
。「
千
葉
之
蓮
」
は
、
極
楽
の
蓮
の
台
。「
思
浄
」
は

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
思
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
一
乘
一
實
」
は
、
唯
一
無

二
の
真
如
。「
功
力
」
は
、
功
徳
の
力
、
修
行
に
よ
っ
て
得
た
力
。「
有
頂
」

は
、
物
質
世
界
の
最
高
所
。「
無
間
」
は
、
絶
え
間
の
な
い
こ
と
。「
利
益
」

は
、
す
ぐ
れ
た
利
点
、
功
徳
。「
沙
界
」
は
、
恒
河
沙
（
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂

　
（
注
９
）

八
溝
」
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の
よ
う
に
数
が
多
い
）
の
世
界
の
意
。「
済
度
」
は
、
衆
生
を
導
い
て
悟
り

の
境
界
に
渡
す
こ
と
。「
無
漏
」
は
、
有
漏
の
対
で
、
漏
れ
出
る
不
浄
な
も

の
が
な
い
、
煩
悩
の
な
い
こ
と
。「
通
経
」
は
、
経
義
に
通
じ
る
こ
と
。

「
返
経
」
と
読
ん
で
き
た
が
、
そ
の
義
は
未
詳
。「
多
文
」
は
、
学
問
の
深

い
こ
と
。「
解
」
は
、
解
脱
、
さ
と
り
、
理
解
だ
が
、
こ
の
文
字
は
他
の

「
解
」
と
は
字
形
が
異
な
る
か
ら
、
別
の
字
で
あ
る
可
能
性
も
大
き
い
。

「
解
文
」
は
「
布
施
」
の
こ
と
か
と
す
る
解
も 

こ
の
部
分
も
ま
た
仏

教
語
を
重
ね
て
文
な
し
た
難
解
な
文
章
で
、
判
読
の
誤
り
も
な
お
残
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
ろ
う
か
。

　

天
地
万
物
の
運
行
に
帰
依
し
奉
る
。
ま
こ
と
に
大
施
主
亜
相
殿
下
は
、

高
官
厚
禄
に
し
て
、
久
し
く
一
門
の
光
榮
を
高
い
官
職
に
施
（
ほ
こ
）
っ

て
、
な
お
百
年
の
運
命
を
次
代
へ
と
送
る
。
極
楽
浄
土
の
蓮
華
の
台
を
思

え
ば
遠
及
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
法
会
の
筵
に
集
う
聞
法
随
喜
の
人
、
入

来
結
縁
の
輩
も
す
べ
て
、
皆
一
乘
一
實
の
功
徳
の
力
に
答
え
て
、
必
ず
や

今
世
後
世
の
願
念
を
満
た
す
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
仏
は
、
最
高
の
絶
え
間

な
い
功
徳
に
至
る
ま
で
、
恒
河
沙
世
界
の
済
度
に
同
じ
く
、
衆
生
を
導
い

て
煩
悩
の
な
い
悟
り
の
境
界
に
渡
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。（
最
後
の
一
文

「
抑
通
經
有
多
文
、
其
解
文
如
何
」
は
、
正
解
を
え
な
い
）。

　

正
確
な
把
捉
は
困
難
で
あ
る
が
、
大
施
主
亜
相
殿
下
か
ら
御
子
左
家
の

百
年
・
千
年
に
及
ぶ
運
命
に
言
い
及
び
、
法
会
の
筵
に
集
う
す
べ
て
の
聞

法
随
喜
・
結
縁
の
人
々
の
済
度
に
筆
を
及
ぼ
し
て
、
結
語
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　
（
注　

）
１０

あ
る
。

五

　

同
じ
『
春
華
秋
月
抄
草
』
第
十
九
の
紙
背
文
書
（
第
十
七
丁
目
紙
背
）

に
、
宗
性
自
筆
の
消
息
案
が
あ
る
。
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
図
版
６
参

照
）。

（
袖
書
）
藤
大
納
言
の
母
ハ
去
年
に
て
候
歟

又
今
年
に
て
候
歟
い
つ
う
せ
ら
れ

候
そ
し
る
し
た
ま
は
る
へ
く
候

　
　
　
　

京
極
中
納
言
入
道
御
事

　
　
　
　

さ
き
に
く
は
し
く
し
る
し

　
　
　
　

た
ま
は
り
て
候
返
々
よ
ろ
こ
ひ

　
　
　
　

い
り
候
そ
れ
を
も
ち
て
と
か
く

　
　
　
　

か
き
な
し
て
候
か
さ
ね
て
人

　
　
　
　

遣
ま
い
ら
す
へ
き
よ
し
仰
を

　
　
　
　

か
ふ
り
候
あ
ひ
た
又
申
候

　
　
　

一
う
せ
ら
れ
て
候
年
号
月
日

　
　
　
　

不
審
候
八
講
ハ
今
月
廿
日
お
こ

　
　
　
　

な
は
む
と
せ
ら
れ
候
こ
れ
は

　
　
　
　

う
せ
ら
れ
て
候
日
に
て
候
か

　
　
　
　

不
審
候
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本
消
息
の
内
容
は
、
定
家
の
何
回
忌
か
の
た
め
の
願
文
か
表
白
文
の
執

筆
を
依
頼
さ
れ
た
宗
性
か
ら
、
藤
大
納
言
為
家
家
の
政
所
か
家
司
の
誰
か

宛
に
遣
わ
さ
れ
た
も
の
と
思
し
く
、
今
月
二
十
日
に
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
八
講
の
そ
の
日
は
、
定
家
が
亡
く
な
っ
た
日
な
の
か
否
か
、
不
審
が

あ
る
旨
の
質
問
状
で
、
あ
わ
せ
て
為
家
母
の
没
年
が
去
年
で
あ
っ
た
の
か

今
年
な
の
か
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
宝
治
元

年
（
一
二
四
七
）
八
月
上
旬
こ
ろ
、
八
月
二
十
日
の
定
家
七
回
忌
と
十
一

月
四
日
の
定
家
室
一
周
忌
に
関
す
る
も
の
と
特
定
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
消
息
案
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藤
大
納
言
為
家
か
ら

の
誂
え
に
あ
た
っ
て
は
、
八
講
の
日
取
り
や
故
人
の
死
没
年
月
日
、
施
主

と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
み
、
ま
た
特
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

強
調
し
て
ほ
し
い
か
、
と
い
っ
た
希
望
が
予
め
宗
性
に
文
書
で
伝
え
ら
れ
、

そ
の
後
実
際
の
執
筆
に
直
面
し
て
新
た
に
生
じ
る
不
審
に
つ
い
て
は
、
こ

の
消
息
の
よ
う
に
そ
れ
を
質
し
、
使
い
の
往
来
が
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
て
、

文
書
や
口
上
を
も
っ
て
不
審
が
晴
ら
さ
れ
、
完
成
稿
に
到
達
し
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
い
ま
考
察
し
て
い
る
定
家
七
七
日
忌
の
文
章
の
場
合
も
、

同
じ
手
順
を
ふ
ん
で
作
成
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
（『
春
華
秋
月

抄
草
』
は
元
仁
元
年
中
に
抄
し
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
第
十
九
は
、
宝

治
元
年
八
月
以
降
の
短
期
間
に
整
理
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
）。

六

　

こ
の
文
章
に
は
、
標
題
も
な
く
、
末
尾
に
日
付
も
願
主
の
名
も
記
さ
れ

て
い
な
い
。
草
稿
だ
か
ら
書
か
れ
て
い
な
い
と
見
え
な
く
も
な
い
が
、
施

主
為
家
が
、「
大�

施
主
亜
相
殿
下
�

�

」「
報
恩
謝
徳
ノ
御�

志
」「
孝
行
追
修
ノ
御�

誠
、
切
ニ
意
底
ニ
御
ス
�

�

ヲ
以
テ
」
な
ど
と
、
敬
体
で
遇
さ
れ
て
い
る
点
に

特
色
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
施
主
為
家
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
執
筆

を
依
頼
さ
れ
た
宗
性
の
立
場
に
お
い
て
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
よ
う
（
第
一
段
落
は
、「
所
生
」「
惠
業
」「
先
考
」
な
ど
の
語
彙
に
お

い
て
、
施
主
為
家
に
寄
り
添
う
形
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
三
者
の
筆
と

し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
）。

　
「
諷
誦
文
」
と
い
う
形
式
の
文
書
が
あ
る
。
本
文
の
前
に
三
行
に
わ
た
っ

て
、「
敬
白
／
請
諷
誦
事
／
三
宝
衆
僧
御
布
施
」
の
標
題
（
事
書
）
を
有
し
、

次
い
で
布
施
の
品
名
並
び
に
数
量
、
そ
し
て
「
右
」
と
し
て
供
養
の
趣

旨
・
願
意
を
述
べ
て
、「
諷
誦
所
請
如
件
」
に
類
す
る
文
言
で
本
文
を
結
び
、

日
付
と
願
主
の
名
を
添
え
る
の
を
定
型
と
す
る
。
従
来
の
理
解
で
は
、「
仏

事
を
修
す
る
に
当
り
、
三
宝
衆
僧
に
布
施
を
贈
り
、
諷
経
を
請
ふ
為
め
に

出
す 

す
な
わ
ち
僧
に
経
・
諷
誦
文
の
読
誦
を
請
う
文
書
と
さ
れ
て

き 

諷
誦
と
は
布
施
の
こ
と
で
、
仏
・
僧
に
向
か
っ
て
布
施
を
受
納

す
る
よ
う
請
う
と
い
う
の
が
本
来
的
な
性
格
だ
と
す
る
説
が
出
さ
れ
て
い

て 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
願
主
の
立
場
に
お
い
て
執
筆
さ
れ
た
文

　　
（
注　

）
１１

文
書
」、

　
（
注　

）
１２

た
が
、

　
（
注　

）
１３

い
る
。
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章
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
は
、
そ
の
冒
頭
の
様
式
を
欠
き
、
記
主

の
立
場
を
異
に
す
る
故
に
、
諷
誦
文
で
は
な
い
。

　

こ
の
文
章
に
「
藤
原
定
家
七
七
遠
辰
表
白
文
」
の
呼
称
を
与
え
た
の
は

平
岡
定
海
師
で
、
宗
性
そ
の
人
に
よ
る
標
題
は
な
い
。「
表
白
文
」
と
は
、

法
会
や
修
法
の
時
に
、
そ
の
趣
旨
を
仏
お
よ
び
参
加
し
た
僧
俗
の
人
び
と

に
告
げ
知
ら
せ
る
文
章
で 

ま
た
「
表
白
」
と
は
、
仏
教
用
語
と
し

て
は
、
法
会
や
修
法
な
ど
で
導
師
が
趣
旨
を
書
い
た
文
章
を
仏
前
で
三
宝

と
参
会
者
に
告
げ
知
ら
せ
る
意
で
あ
る
が
、
古
文
書
学
で
は
、
祈
願
の
趣

旨
を
書
き
、
呪
願
文
を
副
え
た
願
文
の
こ
と
を
い
い
、
呪
願
文
だ
け
を
表

白
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と 

「
呪
願
文
」
と
は
、
施
主
に
仏
菩
薩
の
加

護
利
益
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
願
す
る
文
章
で
、
法
会
に
お
い
て
呪
願

師
に
よ
っ
て
誦
さ
れ
、
四
字
句
を
長
く
連
ね
た
構
成
を
も
つ
点
が
一
番
の

特
徴
で
あ
る
と 

こ
の
呪
願
文
の
定
義
を
こ
の
文
章
に
及
ぼ
し
て
み

る
と
、
定
家
追
善
を
措
い
て
施
主
へ
の
利
益
加
護
と
い
う
の
も
一
面
的
で

あ
る
し
、
何
よ
り
も
四
字
句
を
連
ね
る
形
式
・
構
成
に
お
い
て
当
ら
な
い
。

　
『
本
朝
文
粋
』
巻
第
十
三
に
「
表
白
文
」
と
し
て
は
た
だ
一
編
、
前
中
書

王
の
「　

天
皇
御
筆
法
華
経
供
養
講
説
日
問
者
表
白
」（
天
暦
九
年
〈
九
五

３９６

五
〉
正
月
四
日
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
短
編
な
が
ら
、「
金
輪
聖
主
」
に

始
ま
る
問
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
す
る
も
の
で
、
宗
性
の
本
作
は
時
代
は

下
る
け
れ
ど
も
こ
の
系
列
に
連
な
る
文
章
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
先
に

見
た
紙
背
書
付
の
一
文
（「
詩
歌
風
月
、
窮
粋
深
於
意
底
」
云
々
）
の
前
に
、

「
宗
性　

承
源
」
の
名
を
覚
え
と
し
て
標
題
の
如
く
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ

　
（
注　

）
１４

あ
る
。

　
（
注　

）
１５

い
う
。

　
（
注　

）
１６

い
う
。

は
定
家
七
七
日
の
法
会
に
招
請
さ
れ
た
問
者
が
宗
性
、
答
え
る
講
師
が
承

源
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
宗
性
は
、
こ
の
法

会
の
問
者
（
ま
た
講
師
）
と
し
て
法
会
に
参
加
し
、
こ
の
文
章
を
実
際
に

仏
前
で
三
宝
並
び
に
参
会
者
に
読
み
聞
か
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
だ
と

す
れ
ば
、
こ
の
文
章
は
や
は
り
「
表
白
文
」
と
呼
称
さ
れ
て
然
る
べ
き
も

の
で
、『
本
朝
文
粋
』
の
標
題
に
倣
え
ば
、「
藤
原
定
家
七
七
日
法
華
八
講

問
者
表
白
」
な
ど
と
あ
り
、「
宗
性
」
の
名
を
付
随
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　

こ
の
文
章
の
意
義
の
第
一
は
、
残
る
と
こ
ろ
必
ず
し
も
多
く
な
い
「
表

白
文
」
の
伝
存
す
る
一
編
と
し
て
、
追
善
の
仏
事
法
会
に
お
け
る
具
体
的

あ
り
よ
う
と
内
容
を
窺
わ
せ
る
資
料
で
あ
る
と
こ
ろ
に
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
門
外
漢
と
し
て
、
そ
の
点
に
関
す
る
追
究
の
不
徹
底
を
自
覚
し
て
い

る
が
、
当
面
の
私
の
関
心
の
中
心
で
あ
る
、
定
家
と
為
家
の
伝
記
資
料
と

し
て
こ
れ
を
読
め
ば
、
定
家
に
つ
い
て
も
ま
た
為
家
に
つ
い
て
も
そ
の
意

義
は
小
さ
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
定
家
に
つ
い
て
は
、
第
二
段
落
に
展
叙

さ
れ
る
そ
の
生
涯
の
業
績
の
総
括
と
、
と
り
わ
け
臨
終
時
に
自
ら
筆
を

執
っ
て
「
弥
陀
如
来
決
定
来
迎
」
の
願
念
を
書
き
付
け
る
と
い
う
奇
特
の

行
為
を
伝
え
て
い
る
こ
と
、
施
主
為
家
に
つ
い
て
は
、
第
三
段
落
に
強
調

さ
れ
る
半
生
の
業
績
の
総
括
が
、
値
い
難
い
明
時
に
遇
っ
て
忠
直
を
賢
王

聖
主
五
代
の
朝
に
抽
ん
で
、
興
し
難
い
家
門
を
興
し
て
再
び
官
禄
を
曩
祖

の
跡
に
繼
い
だ
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
宗
性
の
文
章
で
は

あ
っ
て
も
、
為
家
か
ら
の
依
頼
の
趣
旨
が
ま
さ
し
く
そ
の
点
に
あ
っ
た
か
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ら
に
他
な
ら
ず
、
し
て
み
れ
ば
そ
れ
は
、
為
家
の
定
家
理
解
で
あ
り
、
為

家
の
誇
る
べ
き
自
己
評
価
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

注（
１
）　
『
尊
卑
分
脈
』
系
図
を
取
捨
し
て
、
宗
性
の
略
系
図
を
示
す
。

宗
性
伝
に
つ
い
て
は
、
注
（
２
）
平
岡
著
書
の
ほ
か
、『
国
史
大
辞
典
』
第
八

巻
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
）「
宗
性
」（
そ
う
し
ょ
う
）」
の
項

（
平
岡
定
海
執
筆
）
に
簡
明
な
解
説
が
あ
る
。

（
２
）　

平
岡
定
海
『
東
大
寺
宗
性
上
人
の
研
究
並
史
料　

上
』（
日
本
学
術
振
興
会
、

昭
和
三
十
三
年
）「
宗
性
上
人
年
譜
」「
元
仁
元
年
是
年
」
の
条
。

（
３
）　

辻
彦
三
郎
『
藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
二
年
五

月
）。

（
４
）　
『
鎌
倉
遺
文
古
文
書
編
』
第
八
巻
（
五
九
三
五
）（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十

年
四
月
）。

（
５
）　

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
（
縮
刷
版
）』（
東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
）。

（
６
）　
「
春
木
」
は
筆
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
芸
圃
荒
而
詞
少
、
春
木
之
筆
已
禿
」

（
大
江
家
国
「
夜
月
照
階
庭
詩
序
」）。

（
７
）　

佐
藤
恒
雄
「
定
家
の
最
晩
年
」（「
和
歌
文
学
大
系
」
第
六
巻
『
新
勅
撰
和
歌

集
』
月
報
二
十
七
、
平
成
十
七
年
十
月
）。

（
８
）　

佐
藤
恒
雄
「
御
子
左
家
三
代
の
悲
願
」（『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』

第
�
部
第
一
一
七
号
、
二
○
○
二
年
十
一
月
）。

（
９
）　
「
一
日
八
講
」
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「
藤
原
為
家
の
仏
事
供
養
に
つ
い
て
」

（『
広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
紀
要
』
第
九
号
、
二
○
○
六
年
三

月
）
参
照
。

（　

）　

後
藤
昭
雄
「
諷
誦
文
考
補
」（『
詞
林
』
第
三
十
七
号
、
二
○
○
五
年
四
月
）。

１０
（　

）　

相
田
二
郎
『
日
本
の
古
文
書　

上
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
）。

１１
（　

）　

今
成
元
昭
「『
諷
誦
文
』
生
成
考
」（『
国
文
学
研
究
』
第
一
○
二
号
、
平
成
二

１２

年
十
月
）。
奥
田
勲
「
善
妙
寺
の
尼
僧
―
―
明
行
・
諷
誦
文
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」

（『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
第
九
十
二
集
、
一
九
九
九
年
三
月
）
な
ど
。

（　

）　

後
藤
昭
雄
「
諷
誦
文
考
」（『
講
座
平
安
文
学
論
究
』
第
九
輯
、
風
間
書
房
、

１３

平
成
五
年
十
一
月
）。
注
（　

）
所
掲
稿
。

１０

（　

）　

後
藤
昭
雄
「
表
白
文
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
本
朝
文
粋
』〈
岩
波
書
店
、

１４

一
九
九
二
年
五
月
〉「
文
体
解
説
」。

（　

）　

野
瀬
精
一
郎
「
表
白
」（『
国
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
平
成

１５

二
年
九
月
）。

（　

）　

後
藤
昭
雄
「
呪
願
文
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
本
朝
文
粋
』〈
岩
波
書
店
、

１６

一
九
九
二
年
五
月
〉「
文
体
解
説
」。
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［図版１］　３丁表裏書付

［図版２］　４丁表裏本文
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［図版３］　５丁表裏本文

［図版４］　６丁表本文
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［図版６］　１７丁紙背宗性消息案

［図版５］　４丁紙背書付
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Hyobyakubun of Fujiwaranoteika 49th day

Tsuneo SATO

Abstract

　Draft of “Hyobyakubun” Tameie, who is a legitimate son as well as sponsor of memorial service, 
required a learned and conscientious monk of Todaiji Temple to write for 49th day memorial service 
for the purpose of praying that Fujiwaranoteika rests in peace was found in “Shunkashugetsushoso,” 
one of the books written by the monk.　After ensuring understanding of the sentences as well as 
comprehending in details by adding interpretation and annotation, significance related to biography 
research of Teika and Tameie was referred.
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